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基準３ 教員及び教育支援者等 

（１）観点ごとの分析 

観点３－１－①： 教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されている

か。 

（観点に係る状況） 

本校の教育目的等については，観点１－１－①で具体的に述べたが，これに沿った教育課程のう

ち，一般科目では，工学の専門科目を学ぶ基礎となる教科及び社会人としての一般常識や豊かな人

間性を育むために必要な教科等の教育を担うべく，教養科の教員として，専任教員24名（資料３－

１－①－１。含む寮監），非常勤講師26名（資料３－１－①－２）を配置している。教員は各自の

専門分野に適合した授業科目を担当しているが，教科別の人数の内訳は，資料３－１－①－３のと

おりである。 

なお，高等専門学校設置基準第６条第２項に規定する一般科目を担当する専任者の数は，５学級

を有する場合は22名を下回ってはならないとされているが，上記のとおり同基準を満たしている。 

 

資料３－１－①－１ 

教養科専任教員一覧表 

 

 教 養 科  

■専任教員 

■職名 ■学位 ■氏名 

■主要な担当教科目(専門分野) 

■校務担当  

教授 博士（理学） 待田 芳徳 
数学、応用数学(幾何学、数学物理) 

数学主任 

教授 博士(理学) 勝山 智男 
物理、応用物理、地球環境学概論(統計物理学、生物物理学) 

教務主事補、Ｅ１担任、１年学年主任、物理主任 

教授 文学修士 大久保清美 
ドイツ語、地球環境学概論(ドイツ地域文化研究) 

校長補佐（国際交流・ＦＤ担当）、Ｓ２担任、ドイツ語主任 

教授 文学修士 坂本 信男 国語、文学特論(後期古代語、後期古代文学)  

教授 工学修士 西垣 誠一 
数学、応用数学(実関数論) 

教養科長 

教授 理学修士 遠藤 良樹 
数学、応用数学(幾何学的測度論) 

校長補佐（寮務主事） 

教授 教育学修士 塩谷 三徳 
英語（英語教授法） 

英語主任 

教授 体育学修士 佐藤  誠 
保健体育(スポーツ運動学、体操競技) 

Ｃ２担任、２年学年代表、体育主任 

http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/l/staff.html#mochida
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/l/staff.html#katsuyama
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/l/staff.html#ohkubo
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/l/staff.html#sakamoto
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/l/staff.html#ohkubo
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/l/staff.html#endoh
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/l/staff.html#shioya
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/l/staff.html#satohm
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教授 工学修士 小林 美学 
化学、結晶化学、地球環境概論（無機化学） 

学生生活支援室長、化学主任 

特任教授 文学修士 野澤 正信 哲学、社会と文化、日本事情(インド哲学)  

准教授   能登路純子 英語(英文学（ギャスケル研究））  

准教授 博士(学術) 大石加奈子 
国語、文学特論(テクスト分析、コミュニケーション科学) 

国語主任 

准教授   渡邉志保美 
保健体育(運動生理学、体育実技) 

Ｃ１担任 

准教授 修士（文学） 鈴木 久博 
英語（ユダヤ系アメリカ文学） 

Ｅ２担任、英語主任代行 

准教授 博士(理学) 住吉 光介 物理、応用物理、現代物理学(宇宙物理学、原子核物理学)  

准教授 修士(理学) 佐藤 志保 
数学（微分幾何学） 

Ｄ２担任 

准教授 修士(文学) 佐藤 崇徳 
地理、社会と文化、日本事情（地理学） 

寮務主事補、社会主任 

准教授 博士(理学) 駒  佳明 
物理、応用物理、現代物理学 (素粒子物理学) 

Ｓ１担任 

准教授 修士(文学) 平田陽一郎 
歴史、社会と文化、日本事情（中国史） 

Ｍ２担任 

准教授 博士（理学） 鈴木 正樹 数学、応用数学（微分方程式論、可積分系）  

講師   福木 洋一 寮監 

講師 博士(理学) 松澤  寛 
数学、応用数学 (非線形偏微分方程式論) 

Ｄ１担任 

講師 博士(理学） 澤井  洋 
数学（幾何学） 

Ｍ１担任  

講師 修士(教育学） 種村 俊介 
英語（英語教育学） 

Ｅ１担任 

（出典 本校公式ウェブサイト）  

http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/l/staff.html#kobayashi
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/l/staff.html#nozawa
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/l/staff.html#notoji
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/l/staff.html#oishi
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/l/staff.html#watanabe
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/l/staff.html#suzukiｈ
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/l/staff.html#sumiyoshi
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/l/staff.html#satohs
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/l/staff.html#satot
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/l/staff.html#koma
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/l/staff.html#hirata
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/l/staff.html#suzukim
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/l/staff.html#matsuzawa
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/l/staff.html#hayashi
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/l/staff.html#tanemura
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資料３－１－①－２ 

教養科非常勤講師一覧表 

■非常勤講師 

  ■氏名 ■主要な担当教科目 ■備考 

  内山 阿季子 法学   

  大久保 敏之 音楽   

  大塚 節夫 美術   

  神田 朝美 国語   

  黒川 幸男 歴史   

  小出 貫暎 古典・文学特論   

  今野 信男 化学Ⅱ   

  杉山 和子 ドイツ語演習・選択外国語（ドイツ語Ⅱ）   

  勝呂 譲 総合英語・選択外国語（英語）   

  鈴木 静恵 歴史   

  鈴木 伸宏 数学Ｂ   

  関野 恵次 社会と文化   

  高澤 啓子 日本語(留学生対象)   

  髙田 健 総合英語・選択外国語（英語）   

  鳥畑 英子 物理・応用物理Ⅰ・工業力学   

  成田 智子 総合英語・選択外国語（英語）   

  西島 帯刀 化学Ⅱ   

  野方 宏 経済学   

  廣瀬 豊 物理   

  福島 礼子 総合英語・英語Ｗ   

  牧野 博充 数学Ｂ   

  水口 好美 数学Ｂ   

  村上 真理 総合英語・英語Ｗ   

  吉田 進 生物   

  スティーブ・キレィ・ウェグナー 英語Ｃ・選択外国語（英会話）   

  マーク・ベンジャミン・コキオ 英語Ｃ・選択外国語（英会話）  

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料３－１－①－３ 

教養科専任教員及び非常勤講師の内訳 

 国語 外国語 数学 理科 社会 体育 芸術 寮監 合計 

教授 １ ２ ３ ２ １ １   10 

准教授 １ ２ ２ ２ ２ １   10 

講師  １ ２     １ ４ 

小計 ２ ５ ７ ４ ３ ２  １ 24 

非常勤 ３ ８ ３ ５ ５  ２  26 

合計 ５ 13 10 ９ ８ ２ ２ １ 50 

※平成23年５月１日現在                           （出典 総務課作成資料） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

一般教育に携わる専任教員の数は，設置基準をやや上回る程度で十分とは言えないが，適切な非

常勤講師に依頼することにより，教育目的等を達成するために一般科目としてなすべき教育の実現

は可能な配置となっている。また，教養科の定員として寮監を配置しているが，長年にわたり県立

高等学校で教職にあった教員を配置しており，「低学年全寮制を主軸とするカレッジライフを通じ

て，全人教育を行う」ことを教育方針の一つに掲げる本校にあって，教科教育のみならず寮での人

間教育にも適切に対応している。 

以上のように，教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員は適切に配置されている。 

 

観点３－１－②： 教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置さ

れているか。 

（観点に係る状況） 

本校の専門学科では，学習・教育目標等を達成すべく，専任教員54名，非常勤講師25名の合計79

名を配置している。学科ごとの人員配置は，資料３－１－②－１のとおりである。科目別教員配置

は，教育課程を踏まえつつ各学科等において審議・決定されており，専任教員は各々の専門分野に

応じた授業科目を担当しているが，一部はより適切な教育を学生に提供するため，非常勤講師に依

頼している（資料３－１－②－２）。さらに，技術士の資格を持つ専任教員５名のほか，企業での

実務経験を持つ専任教員が各学科に複数人配置されており（後出の資料３－１－④－３），学習・

教育目標に掲げる「実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢」等を涵養するにふさわ

しい教員配置となっている。 

なお，高等専門学校設置基準第６条第３項には，教員のうち，専門科目を担当する専任者の数は，

当該学校に５の学科を置くときは36人を下つてはならないと定められているが，本校の専門科目担

当の専任教員は54名で，同設置基準を満たしている。また，高等専門学校設置基準第８条には，専

門科目を担当する専任の教授及び准教授の数は，一般科目を担当する専任教員数と専門科目を担当

する専任教員数との合計数の二分の一を下つてはならないと規定されているが，本校では，一般科

目を担当する専任教員24名，専門科目を担当する専任教員54名の計78名に対して，専門科目を担当

する教授及び准教授の数は41名であり，やはり設置基準を満たしている。 
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資料３－１－②－１ 

専門科目担当専任教員配置表 

  教授 准教授 講師 助教 計  非常勤講師 

機械工学科 ４ ５ １ １ 11  ４ 

電気電子工学科 ５ ３ １ １ 10  ７ 

電子制御工学科 ５ ２ ２ ２ 11  ５ 

制御情報工学科 ６ ３ １ １ 11  ４ 

物質工学科 ５ ３ ２ １ 11  ５ 

計 25 16 ７ ６ 54  25 

※平成 23 年５月１日現在 

※校長除く。総合情報センター・地域共同テクノセンターに専任教員各１名を配置。（出典 総務課作成資料） 

 

資料３－１－②－２ 

専門学科専任教員・非常勤講師一覧表 

 機械工学科  

■専任教員 

■職名 ■学位 ■氏名 

■主要な担当教科目(専門分野) 

■校務担当  

教授 工学博士 手塚 重久 水力学、機械設計法（流体力学）  

教授 博士(工学) 西田 友久 
材料力学、トライポロジー、機械設計製図(材料力学) 

Ｍ３担任、技術室長 

教授 
博士(工学) 

小林 隆志 
弾性力学、数値解析、機械工作法（設計工学、圧力技術） 

技術士（機械部門）  機械工学科長、実習工場長 

教授 工学博士 村松 久巳 
情報工学、振動工学(流体工学、音響工学) 

教務主事補 

准教授   宮内 太積 
機械設計製図、工業力学（機械力学） 

Ｍ２副担任 

准教授 工学修士 井上  聡 
金属材料学、機械設計製図(合金設計) 

学生主事補 

准教授 博士(工学) 三谷祐一朗 
プログラム演習、自動制御(制御工学) 

Ｍ５担任         

准教授 
修士(工学) 

山中  仁 
機構学、電子計算機、工学倫理、機械設計製図、機械工学実験、 

機械工作実習、工業外国語（設計工学） 技術士（機械部門）  

准教授 博士(工学) 新冨 雅仁 伝熱工学、熱力学、機械設計製図(燃焼工学)  

講師 修士(工学) 永禮 哲生 
機械工作法、機械設計製図、機械工学実験(切削工学) 

Ｍ４担任 

http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/m/staff.html#tezuka
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/m/staff.html#nishida
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/m/staff.html#kobayashi
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/m/staff.html#muramatsu
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/m/staff.html#miyauchi
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/m/staff.html#inoue
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/m/staff.html#mitani
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/m/staff.html#yamanaka
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/m/staff.html#shintomi
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/m/staff.html#nagare
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助教 博士(工学) 松田 伸也 

材料強度論、機械設計製図、機械工学実験、機械工作実習、 

機械工学演習（材料力学、破壊力学） 

Ｍ１副担任       

 

■非常勤講師 

  ■氏名 ■主要な担当教科目 ■備考 

  相磯 勝宜 設計製図   

  井下 芳雄 メカトロニクス   

  大賀 喬一 塑性力学   

  大場 康正 電子工学   

 

 電気電子工学科  

■専任教員 

■職名 ■学位 ■氏名 

■主要な担当教科目(専門分野) 

■校務担当  

教授 工学修士 高橋 儀男 回路網理論、電気電子計測、自動制御、電子回路設計（電気機器）  

教授 工学修士 江間  敏 
電力工学、パワーエレクトロニクス、電磁気学Ⅰ(電力工学) 

図書館長、Ｅ２副担任 

教授 博士（工学） 佐藤 憲史 

通信工学、マイクロ波工学、電磁気学Ⅱ、 

工業英語Ⅰ（光エレクトロニクス） 

Ｅ５担任、５年学年代表 

教授 博士(工学) 望月 孔二 

電子回路、電気電子材料、 

CAD&回路シミュレーション演習(電子回路) 

電気電子工学科長 

教授 博士（工学） 高野 明夫 

電気電子機器、工業英語Ⅰ、 

制御工学(パワーエレクトロニクス、電動機制御) 

教務主事補 

准教授 博士(工学) 野毛  悟 

直流回路、回路理論Ⅰ、 

コンピュータ工学（超音波エレクトロニクス、電子材料） 

Ｅ４担任、４年学年代表 

准教授 博士(工学) 西村 賢治 
エネルギー変換工学、回路理論Ⅱ(プラズマ工学) 

寮務主事補、Ｅ１副担任      

准教授 博士(工学) 嶋  直樹 
電磁気学、プログラミング、エレクトニクスセミナー、 

工業英語Ⅰ（電波物理） 

講師 修士(工学) 真鍋 保彦 
ロジック回路、回路理論ⅢII、デジタル信号処理（ウェブ情報システム） 

Ｅ３担任 

http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/m/staff.html#nagare
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/e/staff.html#takahashi
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/e/staff.html#ema
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/e/staff.html#sato
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/e/staff.html#mochizuki
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/e/staff.html#takano
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/e/staff.html#noge
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/e/staff.html#nishimura
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/e/staff.html#shima
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/e/staff.html#manabe
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助教 博士(工学) 高矢 昌紀 電子回路Ⅰ（色彩画像工学） 

 

■非常勤講師 

  ■氏名 ■主要な担当教科目 ■備考 

  坂井 晃 新エネルギー工学   

  園田 光寛 新エネルギー工学   

  大久保 章英 図学･製図   

  江間 義則 固体電子工学   

  佐藤 眞一 情報理論   

  戸張 晴巨 電気法規   

  松坂 孝 工業英語Ⅱ   

 

 

 電子制御工学科  

■専任教員 

■職名 ■学位 ■氏名 

■主要な担当教科目(専門分) 

■校務担当  

教授 工学博士 舟田 敏雄 
工学数理、計算流体力学(数理工学) 

Ｄ３担任 

教授 工学修士 長澤 正氏 
計算機工学、線形回路解析、通信工学（通信工学） 

Ｄ５担任 

教授 博士(理学) 牛丸 真司 

システム制御工学、組み込みソフトウェア、 

電子機械設計製作（組み込みシステム） 

総合情報センター長 

教授 工学修士 川上  誠 
電気回路、電子回路、ロボット工学演習(画像処理、電子回路) 

電子制御工学科長 

教授 博士(工学) 遠山 和之 
計算機基礎、回路理論、電磁気学、電子材料(誘電、絶縁材料) 

校長補佐（専攻科長） 

准教授 博士(工学) 鄭  萬溶 
工学数理、工業英語、プログラミング言語 JavaⅠ、JavaⅡ、品質工学 

学生主事補 

准教授 博士(工学) 大庭 勝久 計算流体力学、工業熱力学、工業力学(流体工学)  

講師 博士(工学) 江上 親宏 
制御工学、工学数理演習、UNIX 入門(関数微分方程式） 

Ｄ４担任 

講師 博士（情報科学） 出川 智啓 

Ｃ言語基礎演習、工業英語、 

工業熱力学（数値流体力学、高性能数値計算） 

Ｄ３副担任 

http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/e/staff.html#takaya
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/d/staff.html#funada
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/d/staff.html#nagasawa
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/d/staff.html#ushimaru
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/d/staff.html#kawakami
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/d/staff.html#tohyama
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/d/staff.html#jeong
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/d/staff.html#ooba
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/d/staff.html#egami
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/d/staff.html#degawa
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助教 博士（工学） 大沼   巧 
回路理論、電子制御工学実験（電動機制御） 

Ｄ１副担任 

助教 修士(工学) 青木 悠祐 

計算機基礎、電気・機械製図、 

電子機械設計・製作（ロボット工学・生体医工学） 

Ｄ２副担任 

 

■非常勤講師 

  ■氏名 ■要な担当教科目 ■備考 

  浅井  登 人工知能   

  勝呂 元美 計算機工学Ⅱ   

  三谷 哲也 計測工学   

  松坂  孝 
計測工学、 

電磁気学Ⅱ 
  

  森井 宜治 工学技術セミナー   

 

 制御情報工学科  

■専任教員 

■職名 ■学位 ■氏名 

■要な担当教科目(専門分野) 

■校務担当  

教授 
工学修士 

相良  誠 
振動学、加工学、工業英語（工作機械、機械設計、精密加工） 

技術士（機械部門） 副地域共同テクノセンター長  

教授 工学博士 大島  茂 
設計工学(水圧・油圧工学) 

副校長（教務主事） 

教授 
工学修士 

吉野龍太郎 
ロボット工学 、自動制御、メカトロニクス(ロボット工学) 

技術士（機械部門） Ｓ５担任 

教授 工学博士 長谷 賢治 
制御工学、システム工学 (制御工学) 

制御情報工学科長 

教授 博士(情報工学) 藤尾三紀夫 
図形処理、情報処理、メカトロニクス演習Ⅱ(CG・CAD/CAM) 

地域共同テクノセンター長 

教授 理学博士 市川 周一 
プログラミング演習Ⅰ、オペレーティングシステム、 

計算機システム（計算機科学） 

准教授 工学修士 鈴木 茂樹 

電子計算機、計算機シミュレーション、 

プログラミング演習Ⅲ(信号処理) 

学生主事補 

准教授 博士(工学) 芹澤 弘秀 
電気回路、電磁気学、メカトロニクス演習Ⅰ（電磁波工学） 

Ｓ３担任・３年生学年代表 

http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/d/staff.html#ohnuma
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/d/staff.html#aoki
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/s/staff.html#sagara
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/s/staff.html#oshima
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/s/staff.html#yoshino
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/s/staff.html#hase
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/s/staff.html#fujio
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/s/staff.html#ichikawa
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/s/staff.html#suzukis
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/s/staff.html#serizawa
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准教授 博士(情報科学) 鈴木 康人 
ソフトウェア工学、離散学、プログラミング演習Ⅱ（情報論理） 

Ｓ４担任 

講師 博士(工学) 大久保進也 
電子回路、計測工学、メカトロニクス演習Ⅲ(光情報工学) 

Ｓ１副担任 

助教 博士(工学) 松本 祐子 
流体力学、工学実験、メカトロニクス演習Ⅱ（数値流体力学） 

Ｓ２副担任 

 

■非常勤講師 

  ■氏名 ■主要な担当教科目 ■備考 

  浅井 登 人工知能   

  丸  雅光 ソフトウェア工学   

  鞠子 誠 システム工学   

  本間 周平 材料工学   

 

 

 物質工学科  

■専任教員 

■職名 ■学位 ■氏名 

■主要な担当教科目(専門分野) 

■校務担当  

教授 博士(工学) 押川 達夫 
有機化学Ⅰ-Ⅲ（有機合成化学、グリーンケミストリー） 

校長補佐（学際教育担当） 

教授 博士(工学) 蓮實 文彦 

生物化学、微生物学、培養工学、 

微生物学実験（応用微生物学・酵素化学） 

校長補佐（学生主事） 

教授 薬学博士 芳野 恭士 
分子生物学、細胞工学、生物工学実験（生物化学・生物系薬学） 

物質工学科長 

教授 博士(薬学) 後藤 孝信 
生物化学Ⅰ、酸素工学、生物化学実験（水産化学） 

Ｃ１副担任 

特任教

授 

博士(工学) 
渡辺 敦雄 

化学工学、安全工学、環境工学（化学工学、安全工学） 

技術士（衛生工学部門）   

准教授 博士(工学) 稲津 晃司 
物理化学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、物理化学実験(触媒化学、環境化学) 

副地域共同テクノセンター長、Ｃ３担任 

准教授 博士(理学) 大川 政志 無機化学、無機化学実験(無機化学) 

准教授 博士(工学) 竹口 昌之 

反応化学、基礎化学工学、 

化学工学実験(生物化学工学、微生物工学、生物無機化学) 

Ｃ５担任 

http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/s/staff.html#suzukiy
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/s/staff.html#ohkubo
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/s/staff.html#ohkubo
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/c/staff.html#oshikawa
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/c/staff.html#hasumi
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/c/staff.html#yoshino
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/c/staff.html#goto
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/c/staff.html#watanabe
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/c/staff.html#INAZU
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/c/staff.html#OOKAWA
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/c/staff.html#takeguchi
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講師 博士(農学) 古川 一実 
生物化学Ⅰ・Ⅱ、遺伝子工学、生物工学実験（遺伝子工学） 

Ｃ４担任 

講師 博士(工学) 藁科 知之 
分析化学、分析化学実験、機器分析Ⅰ(分析化学) 

Ｃ２副担任 

助教 博士(学術) 山根 説子 
有機化学、有機材料化学、機器分析化学Ⅱ、 

材料化学概論（生体機能性高分子材料化学）  

 

■非常勤講師 

  ■氏名 ■主要な担当教科目 ■備考 

  当摩 建 無機材料化学   

  寺崎 正紀 機器分析Ⅱ   

  島田 征人 品質管理   

  平林 鉱冶 電気電子工学基礎   

  勝又 勝利 物質工学入門   

（出典 本校公式ウェブサイト） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

各学科の専門科目担当教員は，各々の専門分野に応じた授業科目を担当し，一部の科目について

は，より適切な教育を学生に提供するため，非常勤講師に依頼している。また，学科によっては技

術士の資格を持つ専任教員が配置されているほか，企業での実務経験を有する教員が各学科に複数

人配置されるなど，高等専門学校設置基準の人数を満たしつつ，学習・教育目標等を達成するに十

分な体制となっている。 

以上のように，教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員は適切に配置され

ている。 

 

観点３－１－③： 専攻科を設置している場合には，教育の目的を達成するために必要な専攻科の

授業科目担当教員が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況） 

本校の専攻科には，機械・電気システム工学専攻，制御・情報システム工学専攻，応用物質工学

専攻の３専攻が設置されている。これらの専攻は，本科４・５学年次とともに単一の技術者教育プ

ログラムである「総合システム工学プログラム」（2004年度より日本技術者教育認定機構(JABEE)の

認定済み）を構成しており，教育目標及びこれを理解し実践するための実践指針（（Ａ－１）～

（Ｅ－４）までの全18項目）が定められている（基準１の資料１－１－①－３，４を参照）。 

専攻科担当教員の資格は，「プログラム担当教員の資格」に規定されており（資料３－１－③－

１），現在55名の専任教員と２名の非常勤教員が配置されている。各教員の担当授業科目と専門分

野等は，資料３－１－③－２に示すとおりであり，専攻科の教育目標を達成すべく，担当授業科目

と教員の専門分野とを適合させつつ，バランスよく教員を配置している。 

なお，専攻科担当教員は，全員が大学評価・学位授与機構による５年ごとの審査で承認された者

http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/c/staff.html#furukawa
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/c/staff.html#warashina
http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/kousei/nct_hp_new/department/c/staff.html#warashina
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である。このうち，博士の学位を有するものは40名(内，非常勤講師１名)であり，５名の技術士が

いるほか（同前），情報処理技術者・臨床検査技師・薬剤師・特定化学物質等作業主任者といった

各種の技術資格を有する教員もいる。また，民間企業における技術者としての経験を有する教員は

14名(内，非常勤講師１名を含む６名は経験10年以上)である。 

 

資料３－１－③－１ 

沼津工業高等専門学校における「総合システム工学プログラム」の 

プログラム担当教員及びプログラム担当教員会議について  

（プログラム教科目） 

1. 沼津工業高等専門学校（以下「本校」という。）における「総合システム工学プログラム」（以下「プログラ

ム」という。）のプログラム教科目は、本校の第４学年及び第５学年の主要教科目並びに専攻科の教科目とす

る。 

（プログラム担当教員の資格） 

2. プログラム担当教員の資格は、当該年度に開設するプログラム教科目を担当する専任の教員とし、当該教員

は、別に定める教員個人調書を校長に提出するものとする。 

（プログラム担当教員会議の設置） 

3. 本校に、プログラムの企画・運営を円滑に進めるため、プログラム担当教員会議（以下「会議」という。）を

置く。 

4. 会議は、原則として年４回開催するものとし、プログラムの企画・運営に関する基本方針について審議する。 

5. 会議は、プログラム担当教員で構成する。 

6. 会議に議長を置き、構成員のうちから校長が指名する。 

7. 会議は、３分の２以上の構成員が出席しなければ、議事を開き、議決することができない。 

8. 会議の議事は、出席した構成員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

9. 各学科会議、教養科会議及び専攻科担当教員会議（以下「学科会議等」という。）は、第４項の会議において

合意された事項のうち、その実施に当たって更に検討を要する場合は、学科会議等において審議の上、実施す

るものとする。この場合において、第４学年及び第５学年に関わる事項に関して各学科間、及び教養科間の調

整及び詳細な合意を必要とする事項については、教務委員会において審議の上、実施するものとする。 

（プログラム委員会） 

10. 会議に、当該会議の円滑な運営を図るため、プログラム委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

11. 委員会は、会議から付託された事項について審議し、会議に報告するものとする。 

12. 委員会は、原則として専攻科企画・運営委員会が兼任するものとし、その下にワーキンググループとして第１

～７委員会を置くものとする。 

 

 （細目） 

13. この取扱いのほか、会議の運営に関し必要な細目は、会議が別に定める。  

2004 年度第７回総務委員会確認 

2004 年 11 月 10 日 

2006 年 12 月 13 日 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料３－１－③－２ 

専攻科授業科目及び担当教員一覧 
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※平成23年５月１日現在                           （出典 学生課作成資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 本校で専攻科の授業を担当する教員は，博士の学位を有する講師以上の常勤教員が主体であり，全

員が大学評価・学位授与機構による５年ごとの審査で承認された者である。教員は各自の専門分野に

応じた授業科目を担当しているほか，技術士をはじめとする各種の技術資格や，豊かな企業経験を有

する教員が多く配置されている。 

以上のように，本校専攻科においては，教育の目的を達成するために必要な専攻科担当教員が適切

に配置されている。 

 

観点３－１－④： 学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置が講

じられているか。 

（観点に係る状況） 

本校の教員採用は公募制であり，教員選考内規に基づき教員選考委員会で選考しているが，当該学

科内外の各教員の経歴や年齢構成等を踏まえ，偏りのない適切な人材配置となるよう十分に配慮され

ている。その結果，教員の年齢構成一覧（資料３－１－④－１，２）・経歴一覧（資料３－１－④－

３）に見るとおり，多様な背景を持つ教員組織であると同時に，おおむねバランスの取れた構成とな

っている。 

また，博士の学位や技術士等の職業上の高度な資格についても，本校教員の取得状況は高レベルで

あり，専門科目（理系の一般科目を含む）を担当する教員66名のうち，約80％を占める53名がこれら

の資格を取得している（資料３－１－④－４）。この数値は，国立高等専門学校機構第２期中期計画

における目標の70％を上回っており，高等専門学校にふさわしい高度な専門教育が可能となっている。

なお，本校には現在７名の女性専任教員がいるが，女性教員の働きやすい職場環境を整えるため，後

述するように校長がヒアリングを行い，女性教員は，寮宿直に替えて寮地区の巡回を実施することと

し，育児休暇取得の勧奨とそれに対する人的対応（非常勤の採用など）も講ずるなど，具体的に配慮

している（資料３－１－④－５）。その他，外部研修へも積極的に参加し，教員の資質向上に努めて

いる（資料３－１－④－６）。 

さらに，平成 21 年度から，校長は校長リーダーシップ経費（資料３－１－④―７）の申請者全員

に対して申請書に基づくヒアリングを行い，教育の質の向上を目指すもの，研究成果を科学研究費補

助金等の外部資金獲得に繋げるもの，教育環境を改善しようとするものになっているかを見極めて採

択を決定し，次年度に採択者の実績報告を義務付けている。なお，科学研究費補助金の申請者に運営

費交付金を追加配分すること（資料３－１－④―８），豊橋・長岡技術科学大学が公募する共同研究

への申請を奨励することによる教員の研究活動の活性化に努めている（資料３－１－④―９）。 

  高専機構の在外研究員制度，高専・技術科学大学間教員交流制度，内地研究員制度の活用を奨励し

て教員の研究活動，教育活動の活性化に努めている（資料３－１－④―10）。 

平成21年度に校長が全教員とヒアリングを行い，教員組織を活性化するための具体策について各教

員と話し合い信頼関係の構築に努めている。校長ヒアリングは平成23年度以後も定期的に実施する予

定である。 
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資料３－１－④－１ 

専任教員の年齢構成及び女性教員数 

  教養科 機械工学科 
電気電子

工学科 

電子制御

工学科 

制御情報

工学科 
物質工学科 

総合情報

センター 
計 

60-65 歳 3 1 2 1 2 1   10 

50-59 歳 7 5 3 3 2 3   23 

40-49 歳 7 4 4 3 5 4   27 

30-39 歳 7   1 3 2 3 1 17 

28-29 歳   1   1       2 

計 24(4) 11 10 11 11(1) 11(2) 1 79(7) 

※年齢は平成23年度末における年齢 

※校長及び地域共同テクノセンターの専任教員１名は表に加えていない。 

※計の（ ）内は女性教員数で内数                      （出典 総務課作成資料） 

 

資料３－１－④－２ 

専任教員の年齢構成グラフ 

 

※平成23年５月１日現在                        （出典 総務課作成資料） 
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資料３－１－④－３ 

本校以外の勤務歴 

職名 現員 

本校以外の勤務歴がある教員 
複数経歴内

訳 他高専 大学 
高校以

下 
官公庁 民間企業 自営業 海外研究 

延べ

人数 

実人

数 

教授 35 人 3 人 5 人 1 人 1 人 16 人   1 人 27 人 25 人 
大学・民間

企業 2 名 

准教授 26 人 2 人 7 人 3 人   5 人   1 人 18 人 15 人 

他高専・民

間企業 1 名 

高校・民間

企業 1 名 

大学・海外

研究 1 名 

講師 12 人 1 人 3 人 2 人       1 人 7 人 6 人 
大学・海外

研究 1 名 

助教 6 人   1 人     2 人     3 人 2 人 
大学・民間

企業 1 名 

合計 79 人 6 人 16 人 6 人 1 人 23 人 0 人 3 人 55 人 48 人   

※平成23年５月１日現在 

※校長及び地域共同テクノセンターの専任教員１名は表に加えていない。     （出典 総務課作成資料） 
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資料３－１－④－４ 

博士の学位・技術士取得者数 

  現員 
教養

科 

機械 

工学科 

電気 

電子 

工学科 

電子 

制御 

工学科 

制御情報 

工学科 

物質 

工学科 

総合情

報セン

ター 

計 

博士 
技術

士 
博士 博士 博士 

技術

士 
博士 

技術

士 
博士 博士 技術士 

教授 35 3 4 (1) 3 3 4 2 5 (1)   22 2(2) 

准教授 26 4 2 1  3 2 2   3     14 1 

講師 12 2       2 1   2   1 10  

助教 6   1   1 1 1   1     5  

合計 79 9 7 1(1)  7 8 8 2  11 (1)  1 51 3(2) 

※平成23年５月１日現在 

※（ ）は博士の学位取得者で技術士の資格を有する者 

※校長及び地域共同テクノセンターの専任教員１名は表に加えていない。 

※教養科の９名中１名は国語担当教員                     （出典 総務課作成資料） 

 

資料３－１－④－５ 

育児休業取得状況（教員） 

育児休業取得者 所属・職名 

（取得時） 

担当授業 取得期間 育児休業取得前の

担当授業時間数 

対応方法 

渡邉志保美 教養科・助教授 保健体育 H19.1.7～H19.9.30 14 育児休業取得前の担当授業

の全てを非常勤講師で対応 

佐藤  志保 教養科・准教授 数学 H21.1.13～H22.12.31 16 育児休業取得前の担当授業

の全てを非常勤講師で対応 

※平成23年５月１日現在まで                          （出典 総務課作成資料） 
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資料３－１－④－６ 

平成22年度外部研修一覧表 

研修会名称 主催者 
開始日時（期間） 

参加者 
開始日～終了日 

平成 22 年度 独立行政法人国立高等専門学校機構 高等専

門学校教員研修（クラス経営・生活指導研修会） 
高専機構本部 H22.8.30～H22.9.1 ２名 

平成 22 年度 独立行政法人国立高等専門学校機構 高等専

門学校教員研修（管理職研修） 
高専機構本部 H22.9.29～H22.10.1 １名 

第 7 回 全国国立高等専門学校メンタルヘルス研究集会 高専機構本部 H23.1.27～H23.1.28 ２名 

留学生・国際交流担当者研究集会 高専機構本部 H22.7.9～H22.7.10 1 名 

平成 22 年度 全国学生指導担当教職員研修会 （独）日本学生支援機構 H22.11.25～H22.11.26 １名 

平成 22 年度 障害学生修学支援事例研究会 （独）日本学生支援機構 H22.8.30～H22.8.30 １名 

平成 22 年度 東海・北陸地区メンタルヘルス研究協議会 （独）日本学生支援機構 H22.9.9～H22.9.10 ２名 

平成 22 年度 学生相談インテカーセミナー （独）日本学生支援機構 H22.12.17～H22.12.17 １名 

留学生交流研究協議会 （独）日本学生支援機構 H22.7.8～H22.7.9 1 名 

第 48 回 全国学生相談研修会 日本学生相談学会 H22.11.28～H22.11.30 ３名 

第 36 回 学校保健ｾﾐﾅｰ （財）静岡県予防医学協会 H23.3.3～H23.3.3 １名 

「工学（融合複合・新領域）関連分野」審査講習会 （社）日本工学教育協会 H22.6.16～H22.6.16 1 名 

有機溶剤作業主任者技能講習 
（社）静岡県労働基準協会

連合会 
H22.6.14～H22.6.25 ２名 

安全管理者選任時研修 
（社）静岡県労働基準協会

連合会 
H22.11.24～H22.11.25 1 名 

（出典 総務課作成資料） 
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資料３－１－④－７ 

校長リーダーシップ経費募集要項 

 

（出典 総務課作成資料） 
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資料３－１－④－８ 

科学研究費補助金の申請者への運営費交付金追加配分資料 

 

（出典 総務課作成資料） 
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資料３－１－④－９ 

豊橋・長岡技術科学大学が公募する共同研究への申請・採択状況 

【平成22年度】      

相手先 研究題目 本校研究担当者 研究費額 採択結果 

豊橋科学技術大学 実務スキル涵養する高専－技科大

における制御工学教育プログラム

の検討と作成 

制御情報工学科 長谷 賢治 0 ○（包括契約） 

豊橋科学技術大学 技術者教育としての課外活動の可

能性の提示と「人間力」養成メソ

ッドの開発 

物質工学科 渡辺 敦雄 0 ○（包括契約） 

豊橋科学技術大学 持続可能な社会構築を目的とする

市民の連携促進と環境配慮型まち

づくりへの応用 

物質工学科 渡辺 敦雄 200,000 ○（包括契約） 

豊橋科学技術大学 機械システムのロバスト運動制御

に関する研究 

制御情報工学科 藤尾 三紀夫 0 ○（包括契約） 

豊橋科学技術大学 近接場光デバイスの基盤技術の研

究開発 

電気電子工学科 佐藤 憲史 250,000 ○（包括契約） 

豊橋科学技術大学 ナノコンポジット材料の高電界下

での電荷挙動の把握と電気伝導機

構の解明 

電子制御工学科 遠山 和之 0 ○（包括契約） 

豊橋科学技術大学 有機遷移金属錯体を構造規制剤に

用いた新規ゼオライト合成法の開

発と吸着，触媒能の特性化 

物質工学科 稲津 晃司 280,000 ○（包括契約） 

長岡科学技術大学 担持パラジウム触媒の酸化物薄膜

修飾による触媒燃焼の基質選択性

向上 

物質工学科 稲津 晃司 300,000 ○（包括契約） 

長岡科学技術大学 水晶基板の加工技術と特性評価に

関する研究 

電気電子工学科 野毛 悟 300,000 ○（包括契約） 

長岡科学技術大学 光触媒によるトルエン誘導体の光

直接酸化の化学種決定 

物質工学科 押川 達夫 300,000 ×→直接契約 

   計10件 1,630,000円  
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【平成23年度】      

相手先 研究題目 本校研究担当者 研究費額 採択結果 

豊橋科学技術大学 Sr-R-Mn-Ti-O系化合物の相状態 教養科 小林 美学 研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

支援Ａ 

（未定） 

豊橋科学技術大学 「人間力」養成プロジェクト 〜

課外活動〜 

電気電子工学科 野毛 悟 教育ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

支援 

（未定） 

豊橋科学技術大学 ラミネートフィルムによる交流高

電界下での絶縁性能の評価 

電子制御工学科 遠山 和之 研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ活

動支援 

（未定） 

豊橋科学技術大学 人間力計測法の定量的把握方法に

関する研究 

物質工学科 渡辺 敦雄 教育ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

支援 

（未定） 

豊橋科学技術大学 市民・学生双方向型の技術者教育

の試み～「福島第一原子力発電所

事故の定量的影響評価」を通して

～ 

物質工学科 渡辺 敦雄 教育ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

支援 

（未定） 

長岡科学技術大学 電子材料・デバイス研究への誘い 

〜薄膜形成と半導体デバイス実験

〜 

電気電子工学科 野毛 悟 500,000 （未定） 

長岡科学技術大学 メタン資化細菌共生系を利用した

メタン固定化技術の開発 

物質工学科 竹口 昌之 500,000 （未定） 

長岡科学技術大学 歯や骨の再生を促進する薬物徐放

性多糖-無機ハイブリッドヒドロゲ

ルの開発 

物質工学科 山根 説子 500,000 （未定） 

   計8件 1,500,000円  

（出典 総務課作成資料） 
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資料３－１－④－１０ 

１．在外研究員制度による派遣者 

所  属 職 名 氏   名 派 遣 国 派遣先 期    間 

制御情報工学科 准教授 鈴 木  康 人 イギリス リバプール大学 H18.3～H18.10（８月） 

物 質 工 学 科 講 師 古 川  一 実 イギリス レスター大学 H22.4～H23.3（１年） 

 

２．高専・両技科大間教員交流制度による派遣者及び受入者 

【派遣者】 

所  属 職 名 氏   名 派 遣 先 期    間 

教  養  科 教 授 西 垣  誠 一 米子高専 H18～H20（３年） 

教  養  科 講 師 藤 井  数 馬 香川高専 H22～H23（２年） 

電気電子工学科 講 師 大 澤  友 克 豊田高専 H22～H23（２年） 

制御情報工学科 准教授 宮 下  真 信 豊橋技術科学大学 H23～H23（１年） 

 

【受入者】 

所  属 職 名 氏   名 派 遣 元 期    間 

教  養  科 准教授 白 根  弘 也 秋田高専 H19～H19（１年） 

教  養  科 准教授 高 津  浩 彰 豊田高専 H21～H21（１年） 

教  養  科 講 師 堀 江  太 郎 鈴鹿高専 H19～H20（２年） 

電気電子工学科 講 師 草 間  裕 介 香川高専 H22～H22（１年） 

電子制御工学科 准教授 内 堀  晃 彦 宇部高専 H20～H20（１年） 

電子制御工学科 助 手 管    隆 寿 一関高専 H18～H18（１年） 

制御情報工学科 教 授 市 川  周 一 豊橋技術科学大学 H23～H23（１年） 

物 質 工 学 科 准教授 津 田  良 弘 福井高専 H18～H18（１年） 

 

３．内地研究員制度による派遣者 

所  属 職 名 氏   名 派 遣 先 期    間 

教  養  科 准教授 住 吉  光 介 
高エネルギー加速器研究機構 

素粒子原子核研究所 
H23.5～H24.2（10月） 

（出典 総務課作成資料） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

教員組織の活動をより活発化するため，本校の教員募集においては公募制を採用し，年齢や経歴等

を十分考慮した選考を行っている。その結果，教員の年齢構成は，特定の年代に偏らずバランスのと

れたものとなっており，多様な教育経験や企業経験を有する教員によって，質の高い実践的な教育が

行われている。博士の学位や技術士等の資格の取得率も高いレベルにあり，国立高等専門学校機構中

期計画における目標を達成している。 

また，平成21年度には校長が全教員とヒアリングを行い，教員組織を活性化するための具体策につ
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いて各教員と話し合い，信頼関係の構築を図っている。その結果，女性教員の働きやすさに具体的に

配慮しているほか，校長リーダーシップ経費の厳正な採択をはじめとして，科学研究費補助金の申請

者への運営費交付金の追加配分，豊橋・長岡技術科学大学が公募する共同研究への申請の奨励，高専

機構の在外研究員制度，高専・技術科学大学間教員交流制度，内地研究員制度の活用の奨励などを通

じて，教員の研究活動，教育活動の活性化に努めている。 

以上のように，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置が講じられている。 

 

観点３－２－①： 全教員の教育活動に対して，学校による定期的な評価が行われているか。また，

その結果把握された事項に対して教員組織の見直し等，適切な取組がなされてい

るか。 

（観点に係る状況） 

平成 11 年度より自己点検・評価委員会（資料３－２－①－１）を設置し，各学科等・委員会等の

セルフチェックを中心とした自己点検・評価活動を行っている。 

教員の講義等の教育活動に対する評価は，平成 11 年度より教務委員会が中心となり学生による授

業評価アンケート（資料３－２－①－２）を継続して実施し，アンケート結果はウェブサイト上で全

教員が確認することができる（資料３－２－①－３）。各教員はその結果を基に改善策を立て，次年

度のシラバスに明記することが義務づけられている。学生の授業評価の結果とシラバスの内容を総合

して教務主事（専攻科については専攻科長）が評価し数値化を進めている。 

 専攻科研究の指導教員については，学位（学士）取得結果を参考として，専攻科長が評価し数値化

を進めている。 

学級担任の学級運営及び学生指導については，学級日誌（資料３－２－①－４）及び学生の身上調

書（資料３－２－①－５）の記録に基づいて教務主事が評価し数値化を進めている。 

  クラブ活動・課外活動の指導については、課外活動実施報告書（資料３－２－①－６）の記録に基

づいて学生主事が評価し数値化を進めている。 

学生寮の生活指導については，寮生指導日誌等の関連資料（資料３－２－①－７）の記録に基づい

て寮務主事が評価し数値化を進めている。 

以上のように，全教員の教育活動に対して，年度毎に各教員の全ての評価内容の数値を合計した値

をその教員の教育活動の実績として評価する体制の整備を進めており（各評価の数値化についての詳

細は訪問調査時に提示する），平成17年度受審の認証評価において指摘された点を改善すべく適切に

対応している。 
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資料３－２－①－１ 

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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資料３－２－①－２ 

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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資料３－２－①－３ 

 

※１／５３頁のみ掲示                     （出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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資料３－２－①－４ 

学級日誌の書式 

天

候

1

2

3

4

5

6

7

8

No.

～

No.

学習内容の要点 遅刻者氏名

教
室
清
掃
当
番

欠課者氏名

清
掃
状
況

本
日
の
反
省
と
所
感

当
番
氏
名

学　級　担　任

教　　員　　印

授 業 科 目 名

   　月　　日　　曜日

教員名

 

（出典 学生課作成資料） 
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資料３－２－①－５ 

     ※１／６頁のみ掲示                        （出典 学生課作成資料） 
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資料３－２－①－６ 

印

時間数 実施場所 実施内容 同行コーチ
交通費
（実費）

備考

4月1日 金 ～

4月2日 土 13:00 ～ 17:00 4:00 沼津高専第１体育館 練習

4月3日 日 9:00 ～ 17:00 8:00 小山高校 練習試合 三島　次郎 650円 三島～足柄

4月4日 月 ～

4月5日 火 ～

4月6日 水 ～

4月7日 木 ～

4月8日 金 ～

4月9日 土 ～

4月10日 日 ～

4月11日 月 ～

4月12日 火 ～

4月13日 水 16:30 ～ 18:30 2:00 沼津高専第１体育館 練習

4月14日 木 ～

4月15日 金 16:30 ～ 18:30 2:00 沼津高専第１体育館 練習

4月16日 土 13:00 ～ 17:00 4:00 沼津高専第１体育館 練習及びＯＢ戦

4月17日 日 9:00 ～ 16:00 7:00 沼津市民体育館 インターハイ東部地区予選 三島　次郎 360円 三島～沼津

4月18日 月 ～

4月19日 火 ～

4月20日 水 ～

4月21日 木 ～

4月22日 金 ～

4月23日 土 ～

4月24日 日 ～

4月25日 月 ～

※クラブ指導に従事した時間を記入すること。（会場への移動時間は含めない。）

※公共交通機関を利用し、交通費を負担した場合は金額（実費）を記入すること。

日付 実施時間

氏　　名

課外活動実施報告書　4月分（4/1～4/25）

クラブ名 ○○○部

沼津　太郎

平日の練習も指導に従事した場

合は記入する。

交通費を負担した場合は金

額及び区間を記入する。

  （出典 学生課作成資料） 
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資料３－２－①－７ 

 

（出典 学生課作成資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

全教員の教育活動に対して，講義等，専攻科研究指導，学級運営・学生指導，クラブ活動・課外活

動指導及び寮生の生活指導などの評価を全て数値化して総合的に評価する作業が進行中である。 

以上のことより，全教員の教育活動に対して，学校による定期的な評価を行う体制の整備が進行中

である。なお，現在のところ教員組織の見直し等の必要性は存在しない。 

 

観点３－２－②： 教員の採用や昇格等に関する基準や規定が明確に定められ，適切に運用がなさ

れているか。 

（観点に係る状況）  

昇格については，沼津工業高等専門学校教員選考内規（資料３－２－②－１）に定められていると

おり，各学科の推薦委員会が，校長・教務主事・学生主事・寮務主事・当該学科長で構成する教員選

考委員会に昇格候補者の推薦を行う。教員選考委員会では，昇格候補者が作成した個人調書・著書論

文一覧・自己申告書に基づき，講義・学生指導・課外活動等の教育における実績，研究における実績，

学校運営及び社会貢献における実績のほか，学位・勤務年数等について総合評価を行い，昇格を決定

している。 

また，平成 23 年度からは，教育実績・研究実績・学校運営及び社会貢献における評価項目を細分

化した上で数値化し，勤続年数及び学位・資格等と総合して評価する教員昇格推薦基準の策定を進め

ている（詳細は，調査訪問時に提示する）。 

  採用については，平成 19 年に教員選考内規を一部改正し，採用手続きを変更した。公募を実施す

る場合，公募する教員の専門分野・職種・公募内容について，教員選考委員会で審議の上，公募を実

施している。これらの公募は，全国高等専門学校・学会誌・研究者人材データベース・本校ホームペ

ージで周知を行っている。当該学科の推薦委員会の書類選考結果に基づき，教員選考委員会において，

再度審議を行い，原則３名程度の面接候補者を決定する。推薦委員会で面接及び模擬授業を実施し，

当該学科長から面接及び模擬授業の状況報告後，教員選考委員会の合議の上，採用内定者を決定して

いる。 

選考の際の視点は，公募を行っている専門分野での実績があり，教育とともに学級担任等の学生指

導にも熱意を持ち，教育と研究を両立することができる人材を採用するよう努めている。 

 なお，非常勤講師の採用については，「沼津工業高等専門学校非常勤講師に関する内規」（資料

３－２－②－２）が定められており，各学科等から提出された「非常勤講師委嘱依頼願」（資料３

－２－②－３）により，教務主事が経歴等をチェックし，教務委員会で確認を行った上で（資料３

－２－②－４），非常勤講師を適切に委嘱している。 
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資料３－２－②－１ 

○沼津工業高等専門学校教員選考内規 

（平成 8.9.11 制定） 

最終改正 平成 19.6.13 

（趣旨） 

第１条 本校における教員（教授、准教授、講師及び助教）の採用及び昇任（以下「採用等」という。）の選考等

は、独立行政法人国立高等専門学校機構教職員就業規則（平成１６年独立行政法人国立高等専門学校機構規則第

６号）、その他法令等に特別の定めのある場合を除くほか、この内規の定めるところによる。 

（採用等の発議） 

第２条 各学科又は教養科（以下「学科等」という。）において、教員の採用等を必要と認めたときは、当該の学

科等の長が第１号様式により，校長に申し出る。(採用の場合は公募文案を添付する。) 

（推薦委員会） 

第３条 校長は、前条の申し出がありこれを必要と認めたとき又は管理運営上特に必要があると認めたとき、当該

の学科等に推薦委員会を設置する。 

２ 推薦委員会は、当該の学科等の長及び校長が指名した教員をもって組織する。 

第４条 推薦委員会は、採用等の候補者を選定し、次の書類をもって（採用の場合は書類選考し複数名を）選考委

員会に推薦する。 

 (1)推薦書 

 (2)履歴書（採用者の場合） 

 (3)教員選考個人調書 

 (4)著書・論文等一覧 

 (5)著書・論文等の概要 

 (6)企業での各部門における実績（企業からの採用者の場合） 

 (7)沼津工業高等専門学校における教育・研究に対する抱負（本校内において昇任する者を除く。） 

 (8)「自己申告書」（本校内において昇任する者） 

 (9)その他校長が必要と認めた書類 

２ 推薦委員会は面接等を実施することができる。 

（選考委員会） 

第５条 校長は、学科等から第２条の申し出があったとき、選考委員会を設置する。 

  選考委員会は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

 (1)校長 

 (2)副校長（教務主事）、校長補佐（学生主事）及び校長補佐（寮務主事） 

 (3)当該の学科等の長 

 (4)その他校長が必要と認めた者 

３ 選考委員会は、校長が招集し、議長となる。 

第６条 第２条の発議内容の審査，公募文案，及び採用等の候補者の選考は、選考委員会の議に基づき校長が行

う。 

（事務） 

第７条 選考委員会に関する事務は、総務課が行う。 
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（補則） 

第８条 この内規に定めるもののほか、教員の採用等の選考に関し必要な事項は、校長が別に定める。 

 

附 則 

 この内規は、平成８年９月１１日から施行する。 

附 則 

 この内規は、平成１０年４月１日から施行する。 

附 則 

 この内規は、平成１１年４月１日から施行する。 

附 則 

 この内規は、平成１６年４月１４日から施行し、同年４月１日から適用する。 

附 則 

 この内規は、平成１７年４月１日から適用する。 

附 則 

 この内規は、平成１８年４月１日から施行する。 

附 則 

 この内規は、平成１９年４月１日から施行する。  

附 則 

 この内規は、平成１９年６月１３日から施行し、同年４月１日から適用する。 

（出典 本校規則集） 

 

資料３－２－②－２ 

○沼津工業高等専門学校非常勤講師に関する内規 

（昭和 53.8.21 制定） 

最終改正 平成 16.4.14 

第１条 非常勤講師は、特殊な専門的知識・技術を必要とする内容の科目の授業実施、及び本校教員の授業負担の

過大を緩和するため、必要最小限の員数の学識経験者に委嘱する。 

第２条 非常勤講師は、次の各号に該当する者を委嘱する。 

(1)高等専門学校設置基準に定められた講師以上の教員資格を有する者 

(2)年齢満７０歳以下の者 

(3)健康で勤務に支障のない者 

２ 前項によりがたい場合は、校長の了承を得て措置する。 

第３条 非常勤講師の授業時間は、原則として、１週１日４時間以内とする。 

附 則 

この内規は、昭和５４年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この内規は、平成１６年４月１４日から施行し、同年４月１日から適用する。 

（出典 本校規則集） 
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資料３－２－②－３ 

 

（出典 学生課作成資料） 
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資料３－２－②－４ 

平成２２年度 第６回教務委員会議事録（一部抜粋） 

 

日 時 平成２３年２月４日（金） １３：０５～１４：３０ 

場 所 選択制教室３・４（共通棟１階） 

出席者 教務主事 大島，教務副主事 村松，教務主事補 勝山，遠山 

教務委員 高野，後藤，三谷， 学科長 小林，望月，長谷，押川，西垣 

専攻科長 芳野，図書館長 江間， 学生課長 山添，教務 大河，影山 

 

（前略） 

９．平成 23 年度非常勤講師委嘱に関して 

 （資料８）平成 23 年度非常勤講師予定一覧 

 ・資料通り確認された。 

・一部非常勤の週・時間については，時間割が定まってからとなる。 

（後略） 

（出典 教務委員会議事要録） 

（分析結果とその根拠理由）  

採用については，複数の候補者から教育指導能力と研究活動能力を総合的に評価し採用するよう努

めており，適切に運用がなされている。昇任についても同様であるが，より適切な運用を図るため，

平成23年度から各評価項目を数値化し，勤続年数及び学位・資格等と総合して評価する教員昇格推薦

基準をより明確化する作業を進めている。また，非常勤講師の採用についても，定められた内規に基

づき，適切に対応している。 

以上のことから，教員の採用や昇格等に関する基準や規定が明確に定められ，適切に運用がなされ

ている。 

 

観点３－３－①： 学校における教育活動を展開するに必要な事務職員，技術職員等の教育支援者 

等が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況）  

本校の事務組織は，教育支援及び学生支援を行うための組織として，学生課を配置し，教育課程の

展開を支援する主な部署である教務係に４名の職員を配置している（資料３－３－①－１）。教務係

における教育支援業務（資料３－３－①－２）は，定期試験時間割作成，教科書・教材の取りまとめ，

教室の設備・備品等の維持管理，学外実習の連絡調整等があり，教員と協働により業務を行っている。 

  技術職員については，定員削減が求められている状況において，技術職員の職務の合理化及び効率

化を図り，教育支援体制の更なる強化を目的として，技術職員を組織化することとし，平成 18 年度

に全学的な組織である技術室を設置した。技術室は，実習工場班，機械系班，電気・電子・情報系班，

物理・化学系班の４班からなり，再雇用職員を含め 17 名を配置している（資料３－３－①－１）。

技術室の主な業務（資料３－３－①－３）は，実験・実習・卒業研究における教育の補助や技術指導，

教員からの依頼による教材の作成，実験室・実習室等の設備・備品等の維持管理等であり，技術室と

各学科が連携し，教育支援を行っている（資料３－３－①－４）。 
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資料３－３－①－１ 

事務職員・技術職員の配置状況 

 【事務部】      

   事務職員 技術職員 看護師 非常勤・再雇用職員等 

 

事務部 

  事務部長 1       

 総務課 課長 1       

   課長補佐 2     2  

   専門員 1       

   総務係 4     5 

   人事係 3       

   財務係 3     1 

   用度係 3     1 

   施設係   2     

 学生課 課長 1       

   課長補佐 1     1  

   教務係 4       

   入試係 2      

   学生係 3   1   

   寮務係 1     5 

   図書係 1     3 

 計     31 2 1 18 

               

 【技術室】      

   教員 技術職員 再雇用職員  

 

技術室 

技術室長 1      

 技術長   1    

 実習工場班   5 1   

 機械系班   2 1  

 電気･電子・情報系班   3    

 物理・化学系班   2 2  

 計     1 13 4  

 

※平成 23 年５月１日現在 

※ 技術長は，電気・電子・情報系班を兼任。（電気・電子・情報系班の外数）  

（出典 総務課作成資料） 
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○沼津工業高等専門学校事務分掌細則 

（昭和 44.4.1 制定） 

最終改正 平成 22.3.31 

  (教務係)  

第１３条 教務係においては，次の事務を分掌する。 

  (1) 学生課内の総括及び連絡，調整に関すること。   

  (2) 教育課程に関すること。 

  (3) 授業及び休業に関すること。 

  (4) 学生の校外実習及び見学に関すること。 

  (5) 学生の修学及び卒業に関すること。 

(6) 学生の休学，退学等学籍に関すること。 

(7) 学生の成績原簿及び指導要録の保存に関すること。 

(8) 学生及び卒業生の学籍並びに成績等諸証明に関すること。 

(9) 教科書，教材及び教具等に関すること。 

(10) 学生の課外教養行事に関すること。 

(11) 授業料収入金調査書の作成及び変更に関すること。 

(12) 所掌事務の調査，統計その他諸報告に関すること。 

（出典 本校規則集） 
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資料３－３－①－３ 

沼津工業高等専門学校技術室規程 

（設置） 

第１条 独立行政法人国立高等専門学校機構の本部事務局の組織等に関する規則（独立 

行政法人国立高等専門学校機構規則第４号）第１２条の規程に基づき，沼津工業高等 

専門学校（以下「本校」という。）に，技術室を置く。 

（目的） 

第２条 技術室は，本校の学科等の要請に基づき，技術・技能を要する専門業務を行う 

ことにより，本校における教育研究等の業務を支援する。 

（業務） 

第３条 技術室は，次に掲げる業務を行う。 

(1) 実験・実習における教育の補助及び技術指導に関すること。 

(2) 教育研究に必要な技術業務，技術開発及び教材作成に関すること。 

(3) 情報システム基盤の維持・管理に関すること。 

(4) 地域共同テクノセンター，総合情報センター，スペース・コラボレーション・システム,マルチメディア教

室に関すること。 

(5) 実験室，実習室等の設備・備品等の維持管理に関すること。 

(6) 地域社会との連携に基づく技術協力に関すること。 

(7) 技術の継承・保存に関すること。 

(8) 技術職員の研修の企画，立案及び実施に関すること。 

(9) 技術職員の養成に関すること。 

(10) 学校行事への準備及び支援に関すること。 

(11) 本校の業務の技術支援に関すること。 

(12) その他技術室に関すること。 

 （組織） 

第４条  技術室は，技術室長，技術長，技術専門員，技術専門職員及び技術職員（建物及び施設の営繕，保守並び

に管理に関する事務を担当する技術職員その他これに準ずる技術職員を除く。）をもって組織する。 

（技術室長） 

第５条 技術室長は，本校の教授の中から校長が任命する。 

２ 技術室長は校長の命を受け，技術室の業務を総括する。 

３ 技術室長の任期は２年とし，再任を妨げない。 

（技術長） 

第６条 技術長は，技術専門員または技術専門職員の中から校長が任命する。 

２ 技術長は技術室長の命を受け，技術室の技術職員の業務を総括するとともに，必要に応じ，連絡調整，技術職

員の技術的な指導，育成を行う。 

（班・班長） 

第７条 技術室に，専門的技術の内容と必要に応じて，班および班長を置く。 

(1) 実習工場班（主に機械実習工場に関する業務を行う。） 

(2) 機械系班（主に機械工学科及び制御情報工学科に関する業務を行う。） 

(3) 電気・電子・情報系班（主に電気電子工学科，電子制御工学科及び総合情報センターに関する業務を行

う。） 

(4) 物理・化学系班（主に教養科及び物質工学科に関する業務を行う。） 

２ 班長は上司の命を受け，班の業務を統括し，円滑な業務遂行に努め，必要な連絡調整を行う。 

（運営委員会） 

第８条 技術室の運営に関する基本的な事項を審議するため，技術室運営委員会（以下「運営委員会」という。）

を置く。 

２ 運営委員会の組織，運営については，別に定める。 

（雑則） 

第９条 この規程に定めるもののほか，技術室の運営に関し必要な事項は，技術室長が別に定める。 

附 則 

１ この規程は，平成１８年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この規程は，平成２０年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この規程は，平成２０年１０月８日から施行し，平成２０年１０月１日から適用する。 

（出典 本校規則集） 
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平成23年度支援申請書一覧表（全体一覧）

学科等 担当者 支援内容 支援班
支援

人数

支援

の

可否
対応班

T 藤尾三紀夫 テクノフォーラム準備と実施および後片付け 技術室 12 可 技術室
T 藤尾三紀夫 工場実習(F-met) 実習工場 5 可 実習工場

T 藤尾三紀夫
３次元立体造型機の操作(F-met)
「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」

機械系・電気電子情報系 1 可 機械系

T 藤尾三紀夫
３次元ＣＡＤ/CAMソフトウェアのオペレーション(F-met)
「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」

機械系・電気電子情報系 2 一部可 機械系

T 藤尾三紀夫
マシニングセンターV33のオペレーションと切削動力測定実験(F-met)「富
士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」

機械系 2 一部可 実習工場

S 相良 誠・機械工学科教員 工作実習(後期水曜日2・3・4時限) 実習工場・機械系 6 可 実習工場・機械系
S 長谷 賢治・市川 周一　 制御情報工学プログラミング演習I(通年(毎金曜日 5～8時限）) 電気電子情報系 1 可 機械系
S 鈴木 康人 制御情報工学プログラミング演習2(通年(毎火曜日 5～8時限）) 電気電子情報系 1 一部可 電気電子情報系
S 芹澤 弘秀 メカトロニクス演習Ⅰ(通年 金曜日 5～8時限) 機械系または電気電子情報系 1 可 機械系
S 松本 祐子 メカトロニクス演習Ⅱ(通年 火曜日 5～8時限) 電気電子情報系 1 可 機械系
S 大久保進也 メカトロニクス演習Ⅲ(通年 月曜日 5～8時限) 機械系または電気電子情報系 1 可 機械系

S 鈴木 茂樹
制御情報工学科内のネットワーク管理及びホームページの管理
適時（週２回程度）

電気電子情報系 1 可 機械系

S 長谷 賢治 学科共通支援業務 特に問わない 1 可 機械系
S 相良 誠 工学実験(通年 木曜日 5～7時間) 機械系 1 可 機械系
S 吉野龍太郎、大島茂、長谷賢治、相良 誠 創造設計 前期：金曜日 6～7時限　　後期：木曜日 5～8時限 機械系・情報系 1 一部可 機械系
S 吉野龍太郎 卒業研究 通年：水曜日 5,6時限　（桶田） 機械系 1 可 機械系
S 吉野龍太郎、大島茂、長谷賢治、相良 誠 創造設計 機械系・情報系 1 可 機械系
O 岡本ちづ子 図書館IT関係業務 電気電子情報系 1 可 電気電子情報系
O 山口正志 公開講座支援(公開講座開催日及びその前後) 技術室 可
O 山口正志 公式ホームページの維持管理に関する技術支援 電気電子情報系 可

O 山口正志 事務情報化推進に係る技術支援 電気電子情報系 可 電気電子情報系

O 山口正志 工具セットメンテナンス 技術室 可
M 井上 聡 機械工学実験Ⅰ（材料工学分野）通年（火曜5～7時限） 機械系 1 可 機械系
M 小林 隆志 機械工学実験Ⅱ（計算力学分野）通年（木曜６～８時限） 機械系 1 可 機械系

M 西田　宮内　新冨　山中　永禮　松田　小林

機械設計製図Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ
前期：月曜日 3～7
後期：月曜日 1,2  水曜日 2～4  金曜日 3,4

機械系 1 可 機械系

M 機械工学科各教員 機械工学科の学科支援(H23年度中の適時) 機械系 2 可 機械系
M 機械工学科各教員 機械工学科の情報処理に関する管理・保守(H23年度中の適時) 機械系 1 可 機械系

M 小林 隆志
卒業研究（機械工学科コンピュータ演習室）
月：7～8時限（前期）、3～7時限（後期）　水：5･6（後期）
金：3～6時限（前期）、5～7時限（後期）

機械系 1 可 機械系

M 村松 久巳 機械工学科ＴＯＥＩＣ教育の支援(平成23年度中の適時) 機械系 1 可 機械系
M 永禮 哲生，新冨 雅仁 エコランカー製作の支援 実習工場 5 可
M 　小林　隆志・宮内　太積・松田　伸也 機械工作実習Ⅰ 実習工場　・　機械系 6 可 実習工場・機械系
M 　井上　聡・永禮　哲生・山中　仁 機械工作実習Ⅱ 実習工場　・　機械系 6 可 実習工場・機械系
M 宮内　太積・松田　伸也 設計製図Ⅲ 実習工場 5 可 実習工場
M 宮内　太積・松田　伸也 工作実習Ⅲ 実習工場　・　機械系 6 可 実習工場・機械系
M 小林　隆志 機械設計製図Ⅳ 実習工場 5 可 実習工場
M 全学科各教員 卒業研究 実習工場　 5 可 実習工場
M 小林　隆志 留学生及び編入生の補講 実習工場　 5 可 実習工場
M 小林　隆志 機械工学科E-learning教育の支援（機械実習工場教育関係） 実習工場　 5 可 実習工場
L 西垣　誠一・勝山智男・小林美学 学科支援（教養科）(通年) 物理化学系 2 可 物理化学系
L 小林　美学 C1化学Ⅰ、Ⅱ(前期：木曜１・２　後期：木曜1・2) 物理化学系 1 可 物理化学系
L 小林　美学 M1化学Ⅰ(前期：金曜1・2　後期：水曜5・6) 物理化学系 1 可 物理化学系
L 小林　美学 E1化学Ⅰ(前期：金曜5・6　後期：金曜5・6) 物理化学系 1 可 物理化学系
L 小林　美学 D1化学Ⅰ(前期：月曜3・4　後期：木曜7・8) 物理化学系 1 可 物理化学系
L 小林　美学 S1化学Ⅰ(前期：火曜1・2　後期：金曜1・2) 物理化学系 1 可 物理化学系
L 今野　信男 M2化学Ⅱ(前期：金曜5・6　後期：木曜3・4) 物理化学系 1 可 物理化学系
L 今野　信男 E2化学Ⅱ(前期：金曜３・４　後期：木曜５・６) 物理化学系 1 可 物理化学系
L 西島　帶刀 D2化学Ⅱ(前期：月曜３・４　後期：火曜５・6) 物理化学系 1 可 物理化学系
L 西島　帶刀 S2化学Ⅱ(前期：月曜1・2　後期：月曜1・2) 物理化学系 1 可 物理化学系
L 小林　美学 化学Ⅲ(前期：水曜１・２時限) 物理化学系 1 可 物理化学系
L 勝山　智男・駒　佳明 M1物理（実験）(前期：火曜１・２　後期：火曜３・４) 物理化学系 1 可 物理化学系
L 勝山　智男 E1物理（実験）(前期：月曜３・４　後期：木曜５・６) 物理化学系 1 可 物理化学系
L 廣瀬豊（常勤補助：勝山智男） D1物理（実験）(前期：水曜５・６　後期：木曜１・２) 物理化学系 1 可 物理化学系
L 駒　佳明 S1物理（実験）(前期：木曜７・８　後期：月曜５・６) 物理化学系 1 可 物理化学系
L 廣瀬豊（常勤補助：勝山智男） C1物理（実験）(前期：金曜１・２　後期：水曜３・４) 物理化学系 1 可 物理化学系
L 勝山智男・駒　佳明 M4応用物理実験(前期　月曜日５・６時限) 物理化学系 1 可 物理化学系  
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L 勝山智男・駒　佳明 E4応用物理実験(前期　火曜日７・８時限) 物理化学系 1 可 物理化学系
L 勝山智男・駒　佳明 S4応用物理実験(前期　水曜日３・４時限) 物理化学系 1 可 物理化学系
L 勝山智男・駒　佳明 C4応用物理実験(前期　木曜日５・６時限) 物理化学系 1 可 物理化学系
L 勝山智男 M2物理実験(後期　火曜日５・６時限) 物理化学系 1 可 物理化学系
L 勝山智男 E2物理実験(後期　火曜日７・８時限) 物理化学系 1 可 物理化学系
L 勝山智男 D2物理実験(後期　月曜日７・８時限) 物理化学系 1 可 物理化学系
L 勝山智男 S2物理実験(後期　月曜日５・６時限) 物理化学系 1 可 物理化学系
L 塩谷　三德 MM教室の管理補助(適時) 電気電子情報系 1 可 電気電子情報系
L 塩谷　三德 英語学習用e-Learningシステムの保守管理 電気電子情報系 1 可 電気電子情報系
K 小林　隆志 機械実習工場の管理・運営・保守 実習工場 5 可 実習工場
K 小林　隆志 ロボコン、高専祭等における学生の課外活動援助 実習工場 5 可 実習工場

J 中道義之 「情報処理基礎」の補助 電気電子情報系 1 可 電気電子情報系

J 牛丸真司 基幹ネットワーク・サーバ管理 機械系・電気電子情報系 4 可 電気電子情報系
J 牛丸真司 教育用電子計算機システム管理 機械系・電気電子情報系 4 可 電気電子情報系
J 牛丸真司 専情委事務業務 電気電子情報系 1 可 電気電子情報系
J 牛丸真司 学内情報化の推進に関する技術支援 電気電子情報系 2 可 電気電子情報系
J 中道義之 総合情報センター運営支援 電気電子情報系 1 可 電気電子情報系
E 西村 賢治 電気電子工学実験Ⅰ(前期，水曜日5, 6　後期，火曜日5～8) 電気電子情報系 2 可 電気電子情報系
E 江間 敏 電気電子工学実験Ⅱ(前期，火曜日5～8時限　後期，月曜日5～8時限) 電気電子情報系 2 可 電気電子情報系
E 眞鍋 保彦 電気電子工学実験Ⅲ(通年，木曜日5～8時限) 電気電子情報系 3 一部可 電気電子情報系

E 野毛 悟
電気電子工学実験Ⅳ(前期，月曜日3,4時限 と 金曜日5,6時限，
後期, 金曜日5～8時限)

電気電子情報系 2 可 電気電子情報系

E 佐藤 憲史 電気電子工学実験Ⅴ(前期，月曜日5～8時限) 電気電子情報系 2 可 電気電子情報系
E 望月孔二 または 各担当教員 電気電子工学科支援 電気電子情報系 2 可 電気電子情報系
E 望月孔二 鉛フリーハンダセット管理 電気電子情報系 2 可 電気電子情報系
E 手塚　重久 機械工学概論 実習工場　・　機械系　 6 可 実習工場・機械系
D 大庭　勝久　・　新冨　雅仁 電子制御工学実験Ⅱ(後期金曜日１～４時限) 実習工場・機械系・電気電子情報系 8 可 実習工場・機械系
D 江上 親宏・大沼 巧 電子制御工学実験Ⅰ（D実Ⅰ前期）(前期　金曜日５・６時限) 電気電子情報系 1 可 電気電子情報系
D 江上　親宏・大沼 巧 電子制御工学実験Ⅰ（D実Ⅰ後期）(後期　金曜日５－８時限) 電気電子情報系 2 可 電気電子情報系
D 大庭　勝久・出川　智啓 Ｄ２プログラミング入門(後期　火曜日３・４時限) 電気電子情報系 1 可 電気電子情報系
D 江上　親宏 ＵＮＩＸ入門(前期 水曜日３・４時限) 電気電子情報系 1 可 電気電子情報系
D 大庭　勝久・青木悠祐 電子制御工学実験Ⅱ（前期）(前期　水曜日５・６時限) 電気電子情報系 1 可 電気電子情報系
D 鄭　萬溶 Ｄ４学生実験（光の速度測定）(後期　木曜日３～８時限) 物理化学系 1 可 物理化学系
D 大庭　勝久・出川　智啓 Ｄ３　Ｃ言語基礎演習(前期　月曜日１・２時限) 電気電子情報系 1 可 電気電子情報系
D 川上　誠 電子機械基礎実習(後期　月曜７・８時限) 電気電子情報系 1 可 電気電子情報系
D 川上　誠 工学実験（トランジスタの静特性）(前期　月曜日５～８時限) 電気電子情報系 1 可 電気電子情報系
D 川上　誠 電子制御工学実験Ⅲ（Ｄ実Ⅲ後期）(後期　火曜日５～８時限) 電気電子情報系 1 可 電気電子情報系
D 長澤　正氏（就職担当） 就職関連の資料の整理とWebへの掲載(1年間(20分/件×500件）) 電気電子情報系 1 可 電気電子情報系
D 舟田　敏雄（学科長） 電子制御工学科支援 特に問わない 可 電気電子情報系
D 大庭　勝久 工作室で使用する工具や工作機械の講習(前期開始時　４ｈ／年) 実習工場 可 実習工場

D 江上　親宏
実験器具の準備、操作、試薬作製等の技術的支援
(前期中に１回程度)

物理化学系 1 可 物理化学系

C 永禮　哲生 機械工学概論(前期金曜日1・2・3・4時限) 実習工場・機械系 6 可 実習工場・機械系
C 後藤　孝信 物質工学入門(通年水曜日５・６時限) 物理化学系 1 可 物理化学系
C 藁科　知之 分析化学実験(４/７～６/１７　木、金　５・６・７・８時限) 物理化学系 1 可 物理化学系
C 大川　政志 無機化学実験(６/２３～１１/１８　木、金　５・６・７・８時限) 物理化学系 1 可 物理化学系
C 蓮実　文彦 微生物学実験(１１/２４～２/１７　木、金　５・６・７・８時限) 物理化学系 1 可 物理化学系
C 押川　達夫 有機化学実験(６/２３～１１/１１　木、金　５・６・７・８時限) 物理化学系 1 可 物理化学系
C 後藤　孝信 生物化学実験(４/７～６/１７　木、金　５・６・７・８時限) 物理化学系 1 可 物理化学系
C 稲津　晃司 物理化学実験(１１/１７～２/１７　木、金　５・６・７・８時限) 物理化学系 1 可 物理化学系
C 山根　説子 材料化学実験　Ⅰ(７/４～１１/１５　月、火　５・６・７時限) 物理化学系 1 可 物理化学系
C 芳野　恭士 生物工学実験　Ⅰ(７/４～１１/１５　月、火　５・６・７時限) 物理化学系 1 可 物理化学系
C 渡辺　敦雄 材料化学実験　Ⅱ(１１/２１～２/２８　月、火　５・６・７時限) 物理化学系 1 可 物理化学系
C 古川　一実 生物工学実験　Ⅱ(１１/２１～２/２８　月、火　５・６・７時限) 物理化学系 1 可 物理化学系
C 竹口　昌之 化学工学実験(４/１１～６/２８　月、火　５・６・７時限) 物理化学系 2 可 物理化学系
C 押川　達夫 学科支援(通年) 物理化学系 2 可 物理化学系
A 蓮実　文彦 組換えDNA実験に関する安全委員会 物理化学系 1 可 物理化学系
A 相良 誠 専攻科実験　未定（4回分） 機械系 1 可 機械系
A 芳野恭士 動物実験委員会委員(年間に約２回の会議に出席) 物理化学系 1 可 物理化学系
A 蓮実　文彦 キャリア教育 物理化学系 1 可 物理化学系  

（出典 技術室作成資料） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

  本校の事務組織は，総務課と学生課で構成され，教育支援及び学生支援は学生課において実施して

いる。定員削減が実施されたが，教務係においては，定員削減は行わず４名の職員配置を継続すると
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ともに，平成 20 年度からは入試係を新設し，教務係において実施していた入試関係業務を教務係の

所掌から分離させ，教育支援業務を的確に実施できるよう充実を図っている。 

  技術職員については，平成 18 年度に技術職員を組織化し技術室を設置した。従前は，庶務課（現

総務課）に所属していたが，業務上は各学科に属していたため，技術職員間の連携が希薄であり，当

該職員が不在の場合等は教員の負担となっていた。組織化により，各職員の専門性を考慮しながら，

各班において学科にとらわれない支援を行う等，全学的組織として教育活動に対する技術的支援が可

能となった。 

以上のように，本校の教育活動を展開するのに必要な事務職員，技術職員等の教育支援者は適切に

配置されている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

県立高校で校長・教頭等の要職も務めた教育経験豊富な教員を，専任の寮監として配置することで，

低学年全寮制のもとでの全人的な教育に適切に対応している。 

校長ヒアリングに基づく校長リーダーシップ経費の厳正な採択をはじめとする効果的な研究費の配

分，また共同研究への申請の奨励，教員交流制度や在外・内地研究員制度の活用などを通じて，教員

の研究活動，教育活動の活性化に努めている。 

全学的な組織として技術室を設置し，技術職員の職務の合理化及び効率化を図るとともに，全学的

組織として技術的支援を行うことが可能となっている。 

 

（改善を要する点）  

該当なし。 

 

（３）基準３の自己評価の概要 

 一般科目担当の専任教員及び専門科目担当の専任教員は，教員数や職位に関する高等専門学校設

置基準を満たしつつ，かつ本校の学習・教育目標等に沿った教育課程を踏まえ，各自の専門分野に応

じた授業科目を担当しており，適切に配置されている。専攻科担当教員の資格は，「プログラム担当

教員の資格」に規定されているが，博士の学位を有する講師以上の常勤教員が主体となり，JABEE認

定を受けた「総合システム工学プログラム」の学習・教育目標等に従って，教育活動を展開している。 

 教員採用は公募制によって行われ，教員選考委員会における選考を通じて，複数の候補者から教育

指導能力と研究活動能力を総合的に評価し採用するよう努めるとともに，年齢・性別等における均衡

ある教員組織の維持・発展が可能な体制を構築している。一方で，豊かな教育経験や企業での実務経

験，そして技術士をはじめとする各種の技術資格を有する教員を採用・配置することで，多様な背景

を持つ教員組織ともなっている。また，校長ヒアリングに基づく校長リーダーシップ経費の厳正な採

択をはじめとして，効果的に研究費を配分しつつ，さらに共同研究への申請の奨励，教員交流制度や

在外・内地研究員制度の活用などを通じて，教員の研究活動，教育活動の活性化に努めることで，よ

り高度で実践的な教育の実現が図られている。 

全教員の教育活動に対して，講義等，専攻科研究指導，学級運営・学生指導，クラブ活動・課外活

動指導及び寮生の生活指導などの評価を全て数値化して総合的に評価する作業が進行中であり，学校
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による定期的な評価体制の整備が推し進められている。これと同時に，各教員の教育実績・研究実績

・学校運営及び社会貢献における評価項目を細分化したうえで数値化し，勤続年数及び学位・資格等

と総合して評価する教員昇格推薦基準の策定を進めており，より適切な運用を図っている。 

 本校における教育活動を展開するのに必要な教育支援者のうち，事務職員は，主に学生課教務係に

配置され，様々な教育支援業務を，教員との協働により効率的に遂行できる体制が整えられている。

同じく技術職員については，新たに技術室を立ち上げ，職員間の連携を強化することで，全学の教育

活動に対して組織的な技術的支援が可能となっている。 
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